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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.７ 

浜風会（郷土の歴史を学ぶ会）の平成１７年度活動計画 

１．郷土の歴史を学び、そして発掘 

 ・小テーマをあげ、みんなで話し合い／そして成果発表 

２．浜風会会報の継続発行 

 ・年２回（７月、１月） 

３．山下孝先生の特別講座「世界文化遺産について」 

 ・７月２１日（木）：那智の補陀落山寺 

 ・１０月２６日（水）：厳島神社と弥山 

４．篠原小・中学校への地域歴史の講師派遣 

５．バス旅行２題 

 ・山下孝先生案内バンビツアー：日程／目的地は後日決定 

 ・近郷の文化財巡り：11 月 13日（日）／目的地は後日計画 

***************************＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊************************* 

私達の住む郷土を一緒に勉強してみませんか？ 主として第１，３木曜日／公民館で 

 
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
意

味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

平
成
十
七
年
七
月
一
日
は
「
新
浜
松
市
」
の
誕
生
日 

浜
松
市
に
と
っ
て
市
制
記
念
日
の
こ
の

日
が
、
ま
た
歴
史
的
な
日
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
私
達
の
周
り
で
は
、
様
々
な
変

化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
達
の
生

活
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形

で
影
響
し
て
く
る
筈
で

あ
る
。
私
達
は
そ
の
歴
史

の
変
化
を
正
し
く
捉
え
、

今
後
の
生
き
方
を
学
び

た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

私
達
の
住
ん
で
い
る

位
置
関
係
を
知
る 

 

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、

私
達
の
ふ
る
さ
と
篠
原
地
区
が
ど
う
い
う

経
過
で
現
在
が
あ
る
の
か
、
ま
た
周
り
の

地
域
と
の
関
係
で
ど
う
い
う
繋
が
り
が
あ
る
の
か
、
そ

の
位
置
関
係
を
知
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

昔
か
ら
こ
の
地
域
に
は
海
か
ら
の
伝
説
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
提
供
い
た
だ
い
た
旧
庄
屋
宅
か
ら
の
古
文
書

か
ら
、
新
し
い
発
見
が
い
ろ
い
ろ
出
て
き
た
。
そ
の
都

度
近
く
の
お
宮
が
、
お
寺
が
又
街
道
が
生
き
生
き
と
見

え
て
く
る
。
更
に
本
当
の
こ
と
が
わ
か
り
た
い
。 

 

私
達
の
地
域
を
住
み
よ
い
も
の
に
す
る 

私
達
誰
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
が
好
き
に
な
る
こ

と
、
ま
た
誇
り
に
思
え
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
篠
原
地
区
の
特
長
は
、
前
浜
と
街
道
と
玉
葱
で

あ
る
。
中
で
も
前
浜
は
昔
か
ら
、
住
民
の
心
の
ふ
る
さ

と
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
所
で
あ
る
。 

白
い
砂
浜
、
松
の
緑
、
そ
し
て
青
い
海
と
恵
ま
れ
た

自
然
。
こ
の
頃
風
紋
も
毎
日
表
情
を
変
え
、
浜
が
大
変

き
れ
い
に
な
っ
た
。
み
ん
な
の
心
掛
け
の
お
陰
だ
。 

 

お
そ
ら
く
こ
れ
程
の
浜
は
、
全
国
的

に
み
て
も
あ
ま
り
無
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

だ
け
に
こ
こ
に
住
む
者
と
し
て
み
ん
な

で
守
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

そ
れ
は
一
人
一
人
が
、
歴
史
を
担
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。 

今
、
歴
史
認
識
が
問
題
に
な
っ
て
い
る 

 

地
域
と
は
違
う
が
、
国
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
。
忌
わ
し
い
過
去
が
絡
ん
で
い
る
の

で
、
難
し
い
問
題
が
常
に
内
在
し
て
い
る
。
情
勢
の
変

化
や
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
暴
発
し
て
し
ま
う
。 

そ
れ
は
歴
史
教
育
が
絡
ん
で
い
っ
そ
う
複
雑
に
し

て
い
る
。
歴
史
の
真
実
は
一
つ
だ
が
、
立
場
が
違
え
ば

全
く
違
う
認
識
に
な
っ
て
し
ま
う
。
歴
史
と
は
そ
う
い

う
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
承
知
し
て
、
相
手
の
立

場
に
た
っ
て
の
慎
重
な
付
き
合
い
方
が
必
要
だ
ろ
う
。 

 

地
域
の
歴
史
だ
っ
て
同
じ
場
合
が
あ
る
。 
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江戸時代の領主と石高（参考図書 地名辞典他） 

享
保
郷
村
高
帳 

幕
府
領
と
三
河
吉
田
藩
領 

旧
高
旧
領
取
調
帳 

幕
府
領 

一
四
二
五
石 

三
河
吉
田
藩
領 

三
五
石 

元
禄
郷
帳 

一
四
〇
〇
石 

幕
府
領
と
浜
松
藩
領 

正
保
郷
帳 

幕
府
領
と
旗
本
服
部
領 

浜
松
藩 

松
平
忠
頼
郷
村
帳 

高
七
六
五
石 

浜
松
藩 

水
野
重
仲
知
行
割
帳
高
七
九
八
石 

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
） 

旗
本
服
部
領 

 
 
 

五
四
七
石 

篠
原
村 

享
保
郷
村
高
帳 

旧
高
旧
領
取
調
帳 

幕
府
領 

元
禄
郷
帳 

高
一
五
二
石 

幕
府
領
と
浜
松
藩
領 

正
保
郷
帳 

高
九
二
石 

幕
府
領 

浜
松
藩
領
の
ち 

幕
府
領 坪

井

村 

享
保
郷
村
高
帳 

旧
高
旧
領
取
調
帳 

幕
府
領 

元
禄
郷
帳 

高
三
二
二
石 

浜
松
藩
領 

正
保
郷
帳 

高
二
四
○
石 

幕
府
領 

浜
松
藩
領
の
ち 

幕
府
領 馬

郡

村 

 

歴代浜松城主一覧表 
（主として「寛政重修諸家譜」「徳川実紀」による） 

城主名          在城期間    

・徳川家康  元亀 1－天正 14（17 年） 

・（菅沼定政領城）  天正 15－18（4 年） 

・堀尾帯刀吉晴 天正 18－慶長 4（9 年） 

・堀尾信濃守忠氏 慶長 4－5（2 年）：計 11 年 

・松平左馬亮忠頼 慶長 6－14（９年） 

・水野対馬守重仲 慶長 14－元和 5（11 年） 

・高力攝津守忠房 元和 5－寛永 15（20 年） 

・松平和泉守乗寿 寛永 15－正保 1（7 年） 

・太田備中守資宗 正保 1－寛文 11（28 年) 

・太田摂津守資次 寛文 11－永宝 6（8年)：計 35年 

・青山因幡守宗俊 延宝 6－延宝 7（2 年） 

・青山和泉守忠雄 延宝 7－貞享 2（5 年） 

・青山下野守忠重 貞享 2－元禄 15(18 年)計 25 年 

・松平伯耆守資俊 元禄 15－享保 8（21 年） 

・松平豊後守資訓 享保 8－享保 14（7 年）計 28 年 

その他 11 城主 享保 14－明治 1（140 年） 

 
前
号
で
、
古
代
、
中
世
に
つ
い
て
記
し
、
大
化
の
改

新
に
よ
り
律
令
制
度
の
仕
組
み
を
整
え
、
地
方
編
成
を

六
十
余
国
に
分
け
、
そ
の
下
に
郡
、
里
を
設
け
た
こ
と
。

私
た
ち
の
地
域
は
、
遠
江
国
敷
智
郡
に
属
し
て
き
た
こ

と
。
中
世
後
期
に
な
り
、
足
利
一
門
の
今
川
氏
が
遠
江

国
の
守
護
と
な
り
、
領
国
の
支
配
を
強
め
て
き
た
こ
と

な
ど
を
述
べ
た
。 

近
世 

戦
国
大
名
と
し
て
の
今
川
氏
は
、
十
二
代
義
元
の
時

代
が
全
盛
で
あ
っ
た
が
、
桶
狭
間
で
信
長
の
急
襲
で
敗

死
、
こ
れ
を
機
に
松
平
元
康
（
徳
川
家
康
）
は
、
三
河

の
岡
崎
に
独
立
し
、
信
長
と
連
携
し
、
天
下
人
へ
の
道

を
歩
き
始
め
る
。 

三
河
を
統
一
し
た
家
康
は
、
三
河
の
守
に
任
ぜ
ら
れ
、

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
三
河
か
ら
遠
江
攻
略
に
乗

り
出
し
た
。
引
馬
城
、
更
に
掛
川
城
を
攻
め
、
こ
れ
を

手
に
入
れ
る
。
一
方
、
堀
江
城(

舘
山
寺)

の
大
沢
氏
も

抵
抗
し
た
が
敗
れ
る
。
こ
う
し
て
遠
江
制
圧
は
永
禄
十

二
年
（
一
五
六
九
）
末
ま
で
に
終
わ
る
。 

家
康
は
、
拠
点
を
見
付
（
現
磐
田
市
）
に
と
思
っ
た

が
、
信
長
の
意
向
で
引
馬
城
を
根
拠
地
と
決
め
、
元
亀

元
年
（
一
五
七
〇
）
に
入
城
し
た
。
こ
の
時
引
馬
を
浜

松
と
改
め
た
と
い
わ
れ
る
。
や
が
て
天
正
十
四
年
（
一

五
八
六
）
駿
遠
甲
信
三
の
五
か
国
領
主
と
し
て
駿
河
府

中
に
移
る
ま
で
の
十
七
年
間
浜
松
城
主
と
し
て
、
在
城

す
る
こ
と
に
な
る
。
家
康
が
二
十
九
才
か
ら
、
四
十
五

才
の
活
動
期
で
あ
っ
た
。 

や
が
て
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
私
た
ち
の
地
区

は
、
幕
府
領
、
浜
松
藩
領
、
旗
本
領
な
ど
と
な
る

が
、
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
が
あ
っ
た
。
詳
し
い
こ

と
は
分
か
ら
な
い
が
、
右
の
表
の
篠
原
地
区
に
つ

い
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
初
期
の
浜
松
藩
主
松
平

忠
頼
、
水
野
重
仲
の
と
き
は
浜
松
藩
で
あ
っ
た
。

次
の
藩
主
高
力
忠
房
の
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）

に
は
、
石
高
の
う
ち
五
四
七
石
が
旗
本
服
部
領
で
、

両
者
の
相
給
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
旗
本
の
服
部

氏
は
大
久
保
に
陣
屋
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
篠
原
地
区
は
幕
府
領
が
多
か
っ
た
。
幕
府
領

は
天
領
と
も
言
い
、

中
泉
（
現
磐
田
市
）

に
代
官
所
が
あ
り
、

そ
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。
篠
原
地
区

の
石
高
は
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
、

多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。 

時
代
が
移
り
、

幕
末
の
大
政
奉
還
、

そ
し
て
明
治
と
改

元
、
版
籍
奉
還
、

廃
藩
置
県
へ
と
明
治
維
新
（
こ
れ
あ
ら
た
な
り
）
の
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。 
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弘化 3 年 1,014 俵 

嘉永元年 1,097 俵 

３年 1,020 俵 

5 年 1,240 俵 

6 年 1,298 俵 

７年 528 石 

安政３年 1,076 俵 

４年 1,084 俵 

６年 1,018 俵 

慶応３年 1,098 俵 

 

 
 

 

幕
府
領
で
あ
っ
た
篠
原
村
の
年
貢
米
は
新
居
宿
の

今
切
湊
か
ら
積
出
さ
れ
、
江
戸
の
浅
草
に
あ
る
幕
府
の

米
蔵
や
、
駿
府
城
に
納
め
ら
れ
た
。
江
戸
へ
送
ら
れ
た 

年
貢
米
は
「
城

じ
ょ
う

米ま
い

」
と
呼
ば
れ
、
換
金
し
て
幕
府
の 

財
源
と
し
た
り
、
そ
の
ま
ま
旗
本
・
御
家
人
な
ど
の
俸

禄
に
充
て
ら
れ
た
。
ま
た
駿
府
城
へ
送
ら
れ
た
年
貢
米 

は
「
駿
府

す

ん

ぷ

詰つ
め

米ま
い

」
と
い
い
、
兵
糧

ひ
ょ
う
ろ
う

米ま
い

・
備
荒

び

こ

う

米ま
い 

と
し
て
備
蓄
さ
れ
た
。 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
「
篠

原
村
入
用
帳
」（
鈴
木
七
兵
衛

家
文
書
）
に
「
銭
五
十
貫
百

七
十
六
文 

如
此
御
座
候 

御
廻
米
入
用 

江
戸
駿
府

共
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

村
入
用
は
村
の
運
営
に
必
要

な
諸
経
費
の
こ
と
で
、
村
人

が
負
担
し
た
。
村
入
用
帳
に
記

さ
れ
た
金
額
は
年
貢
米
回
送
の
費
用

で
あ
る
。
な
お
、
同
七
年
は
「
五
十
七
貫
五
百
文
」
、

同
十
二
年
は
「
六
十
ハ
貫
文
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

廻
米
手
続
き 

幕
府
代
官
は
積
出
し
予
定
日
を
設

定
す
る
と
、
今
切
湊
か
ら
城
米
積
出
し
を
行
う
支
配
下

村
々
へ
日
程
を
通
知
し
た
。 

積
出
し
予
定
日
の
前
日
に
な
る
と
、
廻
船
へ
の
積
込

み
を
取
り
仕
切
る
代
官
手
代
が
新
居
宿
へ
出
張
し
て

く
る
。
翌
日
、
村
々
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
城
米
を
関
所

の
裏
門
か
ら
一
旦
小
型
の
瀬
取
船
へ
載
せ
、
そ
れ
か
ら

城
米
船
へ
積
込
ん
だ
。 

積
出
し
の
記
録 

鈴
木
七
兵
衛
家
文
書
に
御
廻
米

の
記
録
が
五
ヶ
所
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
「
卯
十
一
月
八

日
廻
状
写
」
に
は
、
江
戸
、
駿
府
御
廻
米
と
し
て
二
百

二
十
七
石
八
斗
九
升
八
合
を
二
十
三
日
ま
で
に
新
居

（
今
切
）
湊
へ
送
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
度
は
不
明
だ
が
、
捺
印
が
名
主
長
太

郎
で
あ
り
、
ま
た
別
の
文
書
に 

名
主
七
兵
衛
と
の
連
名
の
箇
所
が
確

認
さ
れ
る
の
で
、
江
戸
後
期
の
文
政
二
年 

己
つ
ち
の
と

卯う

（
一
八
一
九
）
か
天
保
二
年
辛

か
の
と

卯う

（
一
八
三
一
）
か
の
ど
ち
ら
か
と
考
え 

ら
れ
る
。
こ
の
年
は
、
江
戸
八
・
駿
府

二
の
割
合
で
送
ら
れ
た
。 

 
城
米
回
送
の
量 

『
新
居
町
史
』（
第
一

巻
）
に
は
今
切
湊
の
城
米
積
出
し
湊
と
し

て
の
機
能
、
所
属
の
廻
船
・
村
々
の
積
出

し
高
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
篠
原
村
の
記
録
が
み
ら
れ
る
の
は
宝

暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
「
城
米
三
百
二
十
三
俵
か
ら
」

で
あ
る
。 

 

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
ま
で
は
ほ
ぼ
連
続
し
て
積
出
し
俵
数
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
篠
原
村
以
外
に
宇
布
見
村
、
白
須
賀
宿
等
の

数
ヶ
村
の
様
子
が
わ
か
る
が
、
篠
原
村
の
積
出
し
が
最

も
多
い
。
千
俵
以
上
積
出
し
し
た
年
を
挙
げ
る
と
、
表

の
よ
う
に
な
る
。 

 

今
切
湊
か
ら
の
城
米
総
積
出
し
量
に
対
す
る
篠
原

村
の
占
め
る
割
合
は
、
四
割
強
と
な
っ
て
い
る
。 

 

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
五
百
二
十
八
石
は
俵
数

に
換
算
す
る
と
千
四
百
余
俵
で
、
最
高
値
と
な
る
。
篠

原
村
の
村
高
千
三
百
五
十
石
か
ら
み
る
と
、
村
高
の
三

十
九
％

に
当
た

る
石
高

で
あ
る
。 

 

嘉
永

七
年
の

積
出
し

は
、
い

わ
ゆ
る

安
政
東
海
地
震
の
起
こ
る
少
し
前
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

地
震
と
津
波
に
よ
り
湊
も
周
辺
の
村
々
も
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
か
、
翌
安
政
二
年
の
積
出
し

の
記
録
は
な
い
。 

 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
及
び
万
延
元
年
（
一
八
六

〇
）
の
積
出
し
の
量
は
半
減
も
し
く
は
そ
れ
に
近
く
、

周
辺
の
村
々
も
減
少
し
て
い
る
。
不
作
に
な
る
何
ら
か

の
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。 
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櫻
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藤
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鳥
板
蓋
宮 
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鳥
岡
本
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豊
浦
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小
懇
田
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皇
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私
は
こ
の
程
、
ハ
ワ
イ
島
の
小
学
校
を
訪
れ
る
機
会 

を
得
た
。
在
住
す
る
娘
家
族
か
ら
「
一
度
来
て
」
と
言

わ
れ
て
れ
て
い
た
の
で
、
保
養
の
つ
も
り
で
出
掛
け
た
。 

 

数
日
後
、
一
年
生
の
孫
が
先
生
か
ら
の
手
紙
を
持
っ

て
き
た
。
「
日
本
か
ら
ば
あ
ば
、
じ
い
じ
が
来
た
よ
う

だ
が
、
教
室
へ
来
て
お
ひ
な
様
や
端
午
の
節
句
等
、
日

本
の
子
供
の
祭
り
に
つ
い
て
話
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要

請
で
あ
っ
た
。
母
親
が
長
男
（
三
年
生
）
入
学
時
か
ら
、

学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
の

と
、
今
回
老
夫
婦
が
来
島
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
ら
し
い
。
孫
ら
の
通
う
学
校

を
見
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
喜

ん
で
出
掛
け
た
。
日
本
の
伝
統
文
化
を

誤
っ
て
伝
え
な
い
よ
う
に
、
解
説
文
、

写
真
等
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
し
資
料
を
準

備
し
た
。 

 

一
月
三
十
一
日
午
後
の
一
時
間
目
、

小
学
校
訪
問
、
職
員
室

で
入
校
許
可
証
で
あ
ろ

う
「V

IS
IT

O
R

 P
A

S
S

」
を
胸
に
着

け
て
教
室
へ
行
け
と
言
わ
れ
た
。 

教
室
へ
入
る
と
担
任
の
女
の
先
生
か

ら
「
ア
ン
ソ
ニ
ー
（
孫
の
名
前
）
の
祖

父
母
と
母
親
で
す
。
今
か
ら
日
本
の
子

供
の
お
祭
り
に
つ
い
て
、
お
話
を
し
て

も
ら
い
ま
す
」
と
話
し
た
よ
う
だ
。
鯉

の
ぼ
り
三
本
を
黒
板
の
隅
へ
立
て
掛

け
る
と
「
オ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
声

が
聞
か
れ
た
。
母
親
が
前
に
出
て
五
分

間
ほ
ど
写
真
等
掲
げ
な
が
ら
説
明
す

る
。
子
供
ら
は
新
聞
紙
で
折
り
紙
カ
ブ

ト
を
作
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
う
ま
く
出

来
な
い
。
先
生
や
私
達
も
手
伝
っ
て
か

な
り
の
時
間
が
か
か
っ
て
、
や
っ
と
出

来
上
が
り
全
員
が
頭
へ
か

ぶ
っ
た
時
は
、
拍
手
と
歓
声
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
そ

し
て
作
っ
て
き
た
柏
餅
を

二
個
ず
つ
配
っ
た
。
食
べ
方

も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
私
が

葉
を
と
り
、
ぱ
っ
く
り
と
や

る
と
、
子
供
達
も
食
べ
始
め

た
。
一
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
。 

翌
日
児
童
全
員
か
ら
、
昨
日

の
感
想
文
が
届
け
ら
れ
た
。 

D
e
a
r B

a
b
a
 
a
n

d
 
J
iji. 

W
e
 
h

a
d
 
a
 

s
p
e
c
ia

l 

d
a
y 

w
ith

 
yo

u
. 

T
h

a
n

k
  

yo
u

. 

一
行
目
は
、
先
生
が
教
え
た
か
全
員
同
じ
文
章
だ
っ
た
。 

五
行
か
ら
十
行
程
で
、
カ
ブ
ト
は
難
し
か
っ
た
。
も
ち

は
う
ま
か
っ
た
が
、
中
の
赤
い
の
（
あ
ん
こ
）
は
ダ
メ

だ
っ
た
。
と
書
い
た
子

が
一
人
い
た
。
何
人
か

の
子
は
明
日
も
来
て
と

書
い
て
あ
っ
た
。
裏
へ

は
ク
レ
ヨ
ン
で
書
い
た

自
画
像
が
貼
っ
て
あ
っ

た
。
私
達
は
お
お
い
に

感
激
し
た
。 

（
袴
田
亘
一
） 

今
、
女
性
天
皇
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

話題 

（重祚） （重祚） 


